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当メールグループは前回インフルエンザについての報告を
した。今回は、今年流行した石川県の麻疹について報告す
る。メール上でのタイムラグのないローカルな感染症情報
はその診断や院内感染（待合室での感染）の予防にとって
貴重な情報源となった。また麻疹の流行の公表及び報道が
その予防接種数の増加をもたらした事がメール上のアン
ケートでわかった。それらローカルメーリングリストでの
感染症ローカルサーベイランスの有用性について報告する。

今回、発表者はわたなべ小児科医院ではなく月一会メール
グループの渡部であります。
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前回福井でのインフルエンザ報告に引

続き「月一会、第２弾」であります。

石川県の小児科有志での「月一会の
メーリングリスト」も満１歳になり
ました。この演題の共同演者名です。
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我々のメーリングリストでは／感染症情報を
積極的に集めています。この縦軸が１週間の
メール数です。赤い色の部分はその内の感染
症の報告等／感染症サーベイ関連です。ここ
はインフルエンザの流行した時。ここは麻疹、
ここはコンピューター自身の感染症でNIMDA
ウイルスによるサーバーダウンです。



4

これは私のA型インフルエンザの報告です。
感染症を診断すると年齢、居住地、保育所名
等を各会員が夫々メールで流します。
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それら感染症の発生を地区毎にまとめ、国立
感染研情報センターからの全国の状況と、県
の情報センターからの県の状況をあわせて、
週に１回メールで配信しています。その役を
仰せ遣っているのがたまたまこの私でありま
した。
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感染症の発生が、町単位、小学校単位、
保育所単位で分かります。
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これは今年３月から石川県で流行した／麻疹の
１週毎の拡がりです。管轄センター別になって
おります。長い柱１本が１０人です。ここに潜
伏期があって／ここでアウトブレークしている
のが分かります。メーリングリスト上では／こ
のアウトブレーク後大騒動になり／色々ディス
カッションされ、医師会や県に対しても働きが
けがなされました。羽咋から県全体へ拡がって
いるのが分かると思います。
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その続きであります。赤が県のサーベイ。
白はそれ以外の我々のメーリングリストで
の判明分です。金沢､松任､小松の会員が多
い為／その分サーベイ定点外からの報告も
多くなります。
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会員の情報による／金沢市内の施設での麻疹
の流行をまとめたものです。これらの保育園、
小学校では／どれもきれいに潜伏期間のイン
ターバルで麻疹が発生しています。本来３次
感染以降は／広報活動で発生を予防できるは
ずです。麻疹が初めての場合、麻疹発生の事
実と予防接種の推進を／養護教員等担当者へ
連絡する事、そして自院の待合室での院内感
染対策を施す事を、会員にお願いして参りま
した。しかし
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麻疹が流行しつつある事を待合室に掲示し
ても／ほとんど反応はありませんでした。
金沢松任地区で／麻疹の発生が確認された
後の／４月３日になってやっと麻疹の流行
が公表／そして報道されました。それから
予防接種を受けに来る児が急増しました。
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４月になってすぐ／麻疹についての公表と報道があ
ったので、その具体的反応をメーリングリストを通
じて、調査いたしました。

去年と今年の３月４月に接種した／麻疹ワクチン
の数を報告してもらいました。このスライドは夫々
のクリニック別の接種数であります。例年の４月は
ポリオを優先するので、去年の４月の様に麻疹の接
種数が通常よりも少なくなるのが普通です。今年の
４月は去年の４月の４.５倍位の接種数になりました
。また、０歳児の定期外接種も多くありました。こ
れには県の公表によって動き出す事が出来た／保健
所のＰＲ活動も忘れてはなりません。この様に県の
麻疹についての公表とそのマスメデアの影響は／非
常に大きな物である事が判りました。
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さて、メーリングリストでの感染症情報が
／その診断や院内感染を予防できた／私
自信の経験を紹介します。

今年、私の診療所で５人麻疹を診断い
たしましたが、私はここ数年麻疹は見た
事がなく、最初の児のKoplikは確信が持
てなかったので、住んでいる町名と保育
園名を出して、「疑い」として診療後に
メールで流しました。
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するとその日の夜中に、それを読んでいた石川
県中の堀田先生が／同じ保育園の別の児を麻疹
と診断し、報告されました。私は翌朝そのメー
ルを見て／「やっぱし麻疹だったか」と確信を
持てた次第です。これらは金沢市内での最初の
麻疹の例でありました。
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もう一つ、このメールは私の近所で開業して
いる中村先生から、この保育園で麻疹の児が
出たという／報告であります。
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そこで私の診療所では、麻疹の予防接種
をしていない熱発のそこの保育園児は
／待合室に入る段階で隔離。熱が続く
時には／昼休み時間に来院させ／診察
をしていました。

丁度、中村先生の症例から潜伏期間
を経た頃、熱発の児がVIP待遇で診察
をされていました。その４日後の昼休
みに診察した時には／Koplikと発疹が
ありました。こうして待合室での２次
感染を／予防する事が出来ました。中
村先生の情報様々でありました。
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結語

・ローカルメーリングリスト上での感染
症ローカルサーベイによる／タイムラグ
の少ない情報は、麻疹の拡がりや流行を
把握でき、そしてそれは麻疹の診断と院
内感染の予防に役立った。

・麻疹の流行の公表、そしてその報道は
／麻疹ワクチンの接種数の増加をもたら
した。

以上、スライド有り難うございました。


